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要旨：

　下北半島田名部低地帯に分布する更新統田名部層とその80㎞南に位置する青森県上北地域に分布

する更新統野辺地層は、ほぼ同時期の堆積物とみなされる。それぞれの層序区分と対比、形成年代

については最近に至るまで議論が続いている。両層は構造的には前弧海盆の堆積物であり、火山前

線に隣接した弧内堆積盆の堆積物でもある。田名部低地帯から上北地域にまたがる第四紀堆積盆を

田名部－上北弧内堆積盆と命名する。火山灰層序をもちいた段丘面の編年により、田名部層と野辺

地層は中期更新世の堆積物と限定できるようになった。したがって両層の堆積は氷河性海水準変動

の影響を強く受けている。

　田名部－上北弧内堆積盆についての更新統について検討した結果、次のような堆積相の特徴が抽

出できた。すなわち当該堆積盆は最も陸側よりの前弧海盆域に位置しているために海退期に形成さ

れた開析谷がよくみられ、それらは引き続く海進期の浅海堆積物で埋積され、一部に高海水準期の

堆積物が発達する。海進を受けた開析谷には沼沢地堆積相が出現し、海進の継続によってバリアー

島で仕切られたラグーン環境やエスチュアリー環境が広く出現した。両地域ともに堆積の後期には

サンドウェーブのみられる海峡状の地形が存在した。

　田名部層と野辺地層にみられる岩相の不連続性は開析谷の重複する侵食構造と潮汐干潟環境に

よるもので、後者は堆積相の著しい側方変化をももたらす。したがってこのような堆積物中では、

allocyclic侵食面とautocyclic侵食面を識別することなしには岩相層序区分はできない。田名部層と

野辺地層の層序を確立し、堆積システムを明らかにすることにより田名部－上北弧内堆積盆の堆積

テクトニクスが考察できる。

Abstract：

　The Tanabu Formation in the Tanabu Lowland and the Noheji Formation in the Kamikita Plain 

have been regarded as contemporaneous Pleistocene deposits in the Northeast Honshu Arc of 

Japan.  The question of the stratigraphy, correlation and depositional age of these formations is still 
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controversial.   The Tanabu and Noheji Formations are situated in the forearc basin area and in 

the intra-arc basin area along the volcanic front of the Northeast Honshu Arc.  Consequently these 

two Quaternary depositional areas are designated as the Tanabu- Kamikita Intra-Arc Basin.  The 

depositional age of the Tanabu and Noheji Formations seem older than the Shichihyaku Terrace （MIS 

9） based on tephrochronology and the history of marine-terrace development.  The deposition of 

the Tanabu and Noheji Formations was controlled by glacioeustatic sea level change, so the lower 

part of these formations is composed of  estuarine, incised valley-fi ll, fan delta and tidal depositional 

systems,  The upper part of the Tanabu and Noheji Formations is composed of shoreface, barrier-

island and tidal sand bar depositional systems.  Estuarine, incised valley-fi ll and tidal deposits and the 

architecture of these facies in the Tanabu and Noheji Formations cause diffi culties in stratigraphy 

and making accurate correlations.  It is important to distinguish if the boundary of each facies is of 

allocyclic erosion surface or of autocyclic erosion surface in these deposits in order to determine 

meaningful stratigraphic distinction.  Establishment of the stratigraphy and facies architecture of the 

Middle Pleistocene in the Tanabu- Kamikita Intra-Arc Basin would make clear a tectono-sedimentary 

history of this basin.

はじめに

　青森県東部の上北地域と本州北端下北半島

の田名部低地帯は、東北日本弧の脊梁山脈の

東側に隣接した前弧海盆域に位置している。

両地域は火山フロントに隣接する典型的な弧

内堆積盆（intra-arc basin）でもある（第１図）。

ここでは上北地域と田名部低地帯の更新－完

新統の堆積盆を田名部－上北弧内堆積盆とよ

ぶことにする。この堆積盆を埋積する更新統

は海成堆積物と陸成堆積物からなり、火砕物

をはさむ。東北日本弧は中新世末期以降、広

域不整合を繰り返しながら次第に現在のよう

な姿となった。したがって田名部－上北弧内

堆積盆に分布する更新統野辺地層と更新統田

名部層の堆積相には、堆積盆の離水過程を示

す堆積環境の変化が記録されている。

　東北日本弧における更新統の比較的連続し

た層序は新潟地域や会津地域、男鹿地域など

にみられ多くの研究が成されているが、それ

らは背弧海盆域に位置する堆積盆であり、前

弧海盆域における模式的なサクセッションは

田名部－上北弧内堆積盆のみにみられる。し

かしそこに分布する更新統の層序区分や対比、

堆積年代については、以下に述べるように最

近まで多くの問題が残されていた。

　田名部－上北弧内堆積盆に分布する中部更

新統の堆積は、海水準変動の規制を強く受け

第１図　東北本州弧における第四紀堆積盆の分布（網掛
け部分）と火山フロントの位置（破線）を示す。田名部
低地帯（Ta）から上北平野（Ka）に連続する第四系分
布域が田名部－上北弧内堆積盆。火山フロントに隣接す
る前弧海盆域の西縁に位置する。
　50万分の１活構造図「青森」（山崎ほか、1986）や日本
第四紀地図（日本第四紀学会、1987）をもとに作成。
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ている。したがって堆積体中に、海退時に形成される開析谷や海進時の外浜侵食がつくる岩相境界

と、海進期に出現する潮汐干潟環境を構成する侵食構造や岩相変化（鎌田、2002）を認識すること

なくしては、田名部層や野辺地層がどのような地質系統なのかを定義づけることは難しく、中部更

新統の層序区分や対比はできない。したがって小論では、最初に各地域ごとの研究史を概観して問

題点を整理し、次に筆者らの研究によって明らかになりつつある田名部－上北弧内堆積盆の中部更

新統を構成する堆積システムの最近の成果を紹介し、層序を編む上で基準となる基礎資料を提示す

る。

研究史

１．田名部低地帯の更新統の層序対比と問題点

　下北半島田名部低地帯に分布する第四系については、桑野（1956、57、58）による先駆的な層序

学的研究がある。田名部低地帯に分布する更新統はそれまで野辺地層（岩井、1951）と一括されて

いたが、模式地に比べてより火砕物に富むことから田名部層として独立させた（桑野、1956）。また

田名部層を火砕物に富む下部の女館相と、非火砕物からなる上部の斗南ヶ丘相に区分した。なお女

館相中の火砕物は恐山に由来するため、遠位堆積相の分布する堆積盆中央部では斗南ヶ丘相が卓越

すると解釈し、両相を指交関係とみなした。しかし内陸域では田名部層の層序を確立するうえで露

頭条件が不良のため、田名部低地帯北縁の津軽海峡に面する海岸（以下北部海岸と呼ぶ）において

再検討が試みられた（桑野、1957）。北部海岸の海食崖を検討した結果、田名部層を下部の汐崎部層

と上部の石持納屋部層に区分し、両部層の累重関係と側方への岩相変化の詳細を模式的なスケッチ

で示した。次に桑野（1958）は調査域を田名部低地帯全域から東部の丘陵域に広げて検討したが、

田名部層の部層区分はそこでも通用するとして下部層と上部層に改めた。ここまでの桑野（1956、

57、58）による田名部層は、段丘堆積物の基盤で、鮮新統の砂子又層を不整合に覆う堆積物を指し

ている。

　下北半島に見られる段丘地形に関する研究は大矢・市瀬（1956）により開始された。北部海岸付

近では５段の段丘地形を識別した。北部海岸を縁どる比高20ｍ前後の段丘を第４段丘と命名し、下

北半島で最も広く発達すると述べた（大矢・市瀬、1956）。５万分の１地質図幅「尻屋崎地域の地

質」（対馬・滝沢、1977）では田名部層を高位段丘より古い堆積物とみなし、下部更新統に対比した。

また中川（1972）も田名部層を野辺地層に対比される段丘堆積物の基盤として、その年代を下部更

新統とみなした。

　大矢・市瀬（1956）の報告は地形面区分を主としたものであったが、その後、岩崎（1987）は中

－上部更新統の解釈に火山灰層序を設定して段丘堆積物と田名部層相当層の層序区分や対比を行っ

た。そして得られた段丘形成史から相対的海水準変動を考察した。ここで岩崎（1987）は初めて田

名部層相当層を海水準変動時の段丘構成堆積物ととらえ、下位から石持納屋層、汐崎層、稲崎層、

斗南ヶ丘層に区分した。岩崎（1987）も桑野（1957）が図示した露頭についてさらに詳細な岩相分

布を示すスケッチを残した。

　岩崎（1987）が指摘したように、田名部層相当層をいわゆる中位段丘面より古い堆積物として氷

河性海水準変動と連動させて解析する試みは桑原・山崎（2000、2001）によってもなされた。桑

原・山崎（2000）は田名部低地帯の中・後期更新世における隆起速度を考察するために地形面区分

を行い、段丘を構成する堆積物にはさまれる火山灰を鍵層として段丘堆積物を北部海岸の田名部層

相当層と比較した。その結果、北部海岸に露出する田名部層相当層を下位からCycle１～３に区分し

た。この研究はCycle１が蒲野沢面相当のMIS 11の海進期堆積物でCycle２は東栄面相当でMIS９の

海進期堆積物、同様にCycle３は樺山面相当のMIS７の海進期堆積物と位置づけした点で画期的であ

る。また各段丘堆積物の形成時期を中～後期更新世の海水準変動曲線と対応できたことに基づき、

東北日本弧東北部の中部更新統に関する研究の現状と課題
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段丘堆積物にはさまれる恐山起源の火山灰層序から恐山火山の活動史を考察している（桑原・山崎、

2001）。

　筆者らは1970年代後半から、田名部層の標式的露頭である北部海岸において層序学的および堆積

学的な検討を進めてきた（鎌田・太田、1997；鎌田ほか、1999；石田・鎌田、2000など）。鎌田・

太田（1997）は美付付近の検討に基づいて田名部層中に沼沢地やエスチュアリー、潮汐三角州など

の指標的堆積相を識別し、複数の層準に開析谷の存在を指摘して堆積相解析の必要性を述べた。さ

らに調査範囲を拡大して検討した結果、桑野（1957）の区分による石持納屋部層と段丘堆積物の間

に、新たに田名部層の最上部層として稲崎部層を識別した（石田・鎌田、2002） （第３図）。また岩

崎（1987）の露頭スケッチと比較した結果、稲崎と入口の間に露出する斗南ヶ丘層下部として区分

された堆積物は汐崎部層の一部に相当し、稲崎東部に分布すると図示されている斗南ヶ丘層中部は

石田・鎌田（2002）の区分による稲崎部層に対比される。なお、桑原・山崎（2000）が田名部層の

最下部に位置するとしてCycle１と区分・命名した堆積物は、大部分が石持納屋部層（桑野、1957）

に相当するとの見解を示した。さらにCycle１の露出する海食崖基底には、汐崎部層のエスチュア

リー堆積物もみられるので、複数の部層から構成されるこの堆積物をCycle１として一括するのは適

当ではない。

　田名部層の堆積年代については、酸素同位体ステージ番号（MIS）12から７（約45万年前から20

万年前）の堆積物と見なされている（桑原・山崎、2000）。結局、石田・鎌田（2002）は田名部層の

最上部に、問題を残すとしながら稲崎部層を設けたように、田名部層の堆積末期以降の堆積史に関

しては連続した層序が観察される適切なセクションで検討する必要がある。

　なお、田名部層の下位に位置する浜田層や砂子又層については、連続セクションで検討された研

究例や模式地で複数層準にまたがって検討された研究例はほとんどないので、実際にそれらの鮮新

－更新統に関する層序区分の妥当性や年代学的な把握は遅れている。

2．上北地域の更新統の層序対比と問題点

　上北地域に分布する更新統からは軟体動物化石やナウマン象の化石を産出（徳永、1936；Tokunaga 

and Takai、1936）し、古くから注目されていた。この地域の更新統は古間木層（Otuka、1939）

や七戸層（湊・深田、1950）と、調査地区ごとに異なった地層名で呼ばれた。岩井（1951）は上北

地域の更新統について層位学的研究を行い更新統を上北層群と命名した。その下部層に野辺地層の

層名を用いた。上北層群は上北地域を含む青森県東部にみられる、火山灰をはさむことで特徴づけ

られる段丘堆積物と、鮮新統にはさまれる地質系統を指している。この地質系統を、その後、柴崎

ほか（1958）は野辺地層の層名に一括し、この地層名が今日まで多用されるようになった。また大

西（1962）も降下火山灰（ローム）層に不整合に覆われ、鮮新統清水目層に不整合に重なる地質系

統を上北層群とし、下位から下部層、中部層、上部層に細分した。その下部層が岩井（1951）の野

辺地層にほぼ相当する。大西（1962）は当該地域の更新統に胚胎される砂鉄鉱床の堆積機構に着目

して更新統の岩相区分を行い、堆積環境の変遷を論じた。その研究手法は堆積相解析の基礎概念で

ある岩相区分に通じるところがあり大いに評価されるが、堆積相の認定や堆積相組み合わせなどの

概念が確立する以前のことであった。

　このように岩井（1951）や柴崎ほか（1958）、大西（1962）らの提示した岩相層序学的な捉え方は、

田名部低地帯の更新統に関する初期の研究過程に共通するが、上北地域の更新統においては、さら

に多くの問題を抱えたまま推移した。たとえば野辺地層下部を特徴づける泥層（岩井、1951）は沼

崎泥層（北・丸山、1958）とも呼ばれ、軟体動物化石やゾウ化石を産することからたびたび取り上

げられたが（湊・深田、1950；Iwai and Shiobara、1969）、鮮新－更新世のどの時期の堆積物かに

ついては見解が定まらなかった。岩井（1951）や柴崎ほか（1958）、大西（1962）は野辺地層および

その相当層の堆積を前期更新世としたが、中川（1963）や中川・上北団研グループ（1965）、新戸
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部（1975）、市原ほか（1978）、丸山・松山（1989）はより古いとみなし、鮮新世から更新世にわた

る堆積物とした。野辺地層とその相当層に関するこれらの議論は、鍵層を使った層序対比や確定し

た地質年代に基づくものではなかったので、その後も課題は未解決なままであった（中川、1972；

根本・山口、1998；など）。どの研究者も明言してはいないが、野辺地層は少なくとも高館面のよう

な中位段丘構成層よりは古い、段丘の基盤をなす地質系統を想定しているとみなされる。野辺地層

の研究過程で起きた層序学的、年代学的解釈の混乱は、しかし、その後も更新統に関する調査が多

くの研究者によってなされたが、岩相変化に富むことから露頭間や地域間の対比の問題は解消され

なかった。東北大学理学部地質学古生物学教室災害調査グループ（1969）は、野辺地層の層名使用

について、小川原層と仮称して記述を進め、新たな層名として再定義すべきであると提案している。

沼崎泥層に似た層名に沼崎層（中川、1963）がある。沼崎層は高館段丘の段丘構成層と定義されて

おり、野辺地層の下部をさす沼崎泥層とは、まったく異なった層位をさすものである。

　地質学的な研究が足踏みをしている中で、1980年代後半より火山灰層序を使った地形学的研究が

急展開した。宮内（1985）は上北平野に分布する指標火山灰を用いて段丘面の編年を試みた。なか

でも七百面構成層や天狗岱面構成層を不整合に覆う泥層を沼崎泥層に対比し、この泥層が高館段丘

構成層の下部とみなした。しかし、この泥層を含む、従来野辺地層と呼ばれている地層単元につい

ては言及しなかった。宮内（1985）の研究は上北平野を特徴づける段丘の地形面区分を行い、それ

ぞれの段丘構成層の離水時期を明らかにした点で高く評価される。宮内（1985）の地形面区分は

Kuwabara（2001）にも引き継がれたが、Kuwabara（2001）は七百面よりもさらに古い袋町面を識別

した。さらに袋町面から七百面、天狗岱面の火山灰層の下にある堆積物をCycleⅠからⅣに区分し、

これらを野辺地層に対比した。CycleⅠはMIS 13の海進期堆積物、CycleⅣはMIS７の時期の海進堆

積物に比較しているので、野辺地層は約50～20万年前の堆積物とみなされる。

　なお宮内（1985）が沼崎泥層を高館面構成層の下部に比定したことから、これを引用する以降の

研究には沼崎泥層の年代解釈を誤認しているものもある。波多野ほか（1999）は上北町沼崎に露出

するナウマン象化石を産したとされる野辺地層の泥岩を沼崎泥層とし、その堆積時期を宮内（1985）

による高館段丘堆積物における層位及びナウマン象の生息年代から10～40万年前と見積もった。根

本（2001）ではその年代幅を野辺地層の堆積年代と述べている。

　野辺地層に関する放射年代測定については、島口（1999）が六戸付近に分布する野辺地層の泥岩

に挟まれる軽石質火山灰の年代について報告したが、火山灰年代層序学的に洞爺火山灰と比較した

野外事実と矛盾する値が得られた。

　筆者らは2000年以降、野辺地層に関する問題を解決するために十和田市東部から小川原湖近辺に

かけて分布する中部更新統について層位学的、堆積学的な検討を進めている。その結果、特に小川

原湖南西方の甲地台地の基盤を構成する堆積物には、大小のチャネル構造が発達し岩相変化に富む

下部層と、フォーセット構造やデューン構造で特徴づけられる上部層に大別できることがわかって

きた。このような岩相層序は、より南方の高館段丘の分布する三沢市西方や姉沼付近でも確認でき

た（鎌田ほか、2002；鎌田、2002）。しかし鮮新統と明確に認定できる地質系統の上に、野辺地層お

よびその相当層が直接重なる場所は、八戸市尻内付近をのぞくと上北地域には確認できていない。

なお、田名部低地帯の田名部層の研究から得られた結果は、野辺地層とされる地質系統の侵食構造

や堆積相組み合わせなどの堆積様式と共通することから、両者は中期更新世に氷河性海水準変動の

影響の下、よく似た堆積盆発達史をたどったとみなすことができる（長谷川ほか、2002；鎌田・石

田、2002；鎌田、2002）。田名部層の下部にはさまれる火砕流堆積物は恐山火山起源とされる（桑

原・山崎、2000）が、野辺地層下部にはさまれる火砕流（またはラハール）堆積物の一部は、八甲

田第２期火砕流堆積物（村岡・長谷、1990）の可能性がある。

　なお、沼崎泥層の命名者に関しては次のような誤認がある。宮内（1985：p.504）では、七戸川

下流域に分布する泥層を岩井（1951）が沼崎泥層としたと表記しているが、沼崎泥層の名称の使用

東北日本弧東北部の中部更新統に関する研究の現状と課題
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は北・丸山（1958）による命名である。同様に大西（1962）も沼崎泥層を鎮西（1958）によるとし

ているが誤りである。

田名部－上北弧内堆積盆の中部更新統の堆積システム

１．田名部低地帯の中部更新統の堆積システム

　田名部低地帯北縁の津軽海峡に面する海岸には、長く続く段丘崖が発達する。この段丘崖には段

丘構成層とその基盤をなす鮮新－更新統からなる堆積物が標識的に露出することから、岩相区分と

層位学的関係を示した詳しいスケッチを基に議論が展開されている（桑野、1957；岩崎、1987；桑

原・山崎、2000；石田・鎌田、2000、2002）。次に堆積相解析により検討の進んでいる東通村入口

～石持漁港の堆積相（石田・鎌田、2002）を中心に田名部層の堆積システムについて述べる。

　田名部層汐崎部層の堆積は、鮮新統砂子又層堆積後の侵食によりできた、広い凹地（開析谷）地

形を埋めることにより開始された。汐崎部層堆積中にも、より規模の小さな大小の谷地形を埋積す

る溺れ谷埋積相がよく見られる。このような開析谷内部では、沼沢地環境堆積物や内湾泥底環境堆

積物の上に外浜などの、より水深の深い環境の堆積物が重なっているのが認められる。したがって、

汐崎部層の堆積は、より高次の海水準変動の影響を記録しており、海水準低下期に形成された開析

谷がその後の海水準上昇時に谷の内側が次第に埋積されるという過程を繰返し経てできたものであ

る（第２図）。汐崎部層の大部分は海進期堆積体の集合体から構成され、海退時の堆積物は残ってい

ない。ファンデルタ堆積物の成長は高海水準期である可能性が残される。汐崎部層を構成する堆積

システムは、主に溺れ谷埋積相から始まるエスチュアリー堆積システムとファンデルタ堆積システ

ムから構成され、海浜外浜堆積システムを伴う。

第２図　下北半島北部海岸の東部で観察される田名部層を構成する堆積相組み合わ
せ（石田・ 鎌田、 2002）。SB3の侵食面を境にその下位には側方への岩相変化の著
しい堆積相が、上位には側方変化の穏やかな堆積相がみられる。
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　田名部層石持納屋部層（石田・鎌田、2002）は、バリアー島堆積システムと潮汐砂堆堆積システ

ムから構成される（第２、３図）。前者の大部分はバリアー島本体を構成する前浜～外浜堆積相と潮

汐砂堆堆積相からなり、ラグーン堆積相や潮汐チャネル埋積相を伴う。これら二つの堆積システム

は同時異相と考えられる。石持納屋部層の大部分は海進期堆積体に相当するが、上述の両堆積シス

テムにみられるプログラデーションは高海水準期の存在を示唆する。

　汐崎部層の、ファンデルタ堆積相を切って重なる開析谷埋積物中にはさまれる恐山火山起源の火

山灰層がMIS８で堆積したとされている（桑原・山崎、2000）。このことから、開析谷埋積物にみら

れる海進はMIS７の海水準上昇期に対比される。したがって、それより下位のファンデルタ堆積物

の示す海進はMIS９で、上位のバリアー島堆積システムと潮汐砂堆堆積システムの堆積時の海進は

MIS７の時期のものと考えることができる（第４図）。

第３図　下北半島北部海岸の東部で観察される田名部層の部層区分（破線の示す境界）と、
それらを構成する堆積システムの分布のようす（石田・鎌田、2002より）。

東北日本弧東北部の中部更新統に関する研究の現状と課題

第４図　石田・鎌田（2002）による田名部層を構成する堆積システムと、その
堆積時期の比較．海水準変動曲線は Bassinot et al.（1994）による。
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　北部海岸の模式露頭東部の堆積相組み合わせとその累重様式は第３図に示したが、その西部では

さらに岩相の変化に富んだ堆積相が観察される（鎌田・太田、1997）。特に旧大利納屋付近ではエス

チュアリー堆積物を含む汐崎部層の堆積相がもっとも詳細に検討でき、海水準変動との関わりを考

察するにはそこでの調査、検討が急務である。

2．上北地域の中部更新統の堆積システム

　筆者らにより十和田市東部羽立付近および小川原湖西部や南西部に分布する段丘崖に露出する中

部更新統について堆積学的な検討を行われている。“野辺地層”上部層には潮汐砂堆堆積システムが

認められ、特に甲地台地から南の姉沼付近まで広く分布する。この堆積物は岩井（1951）の野辺地

層上部に対比できると考えられる。“野辺地層”下部層はラグーン（または内湾）環境とヘリンボー

ン構造の発達で特徴づけられるエスチュアリー環境の堆積相組み合わせからなり、内湾－エスチュ

アリー堆積システムを構成する。 この堆積システムの上位には開析谷埋積相が重なり合ってみら

れ、堆積相の側方への変化を複雑にしている。開析谷埋積相の下部には泥質相がみられ、カキなど

の二枚貝化石を密集して含むことがある。“野辺地層”を谷状に侵食して潮汐低地（ tidal fl at）堆積

物が見られる。潮汐低地堆積物は、泥質干潟環境を示唆する泥質堆積物を伴う潮汐チャネル（ tidal 

channel）埋積物からなる。潮汐チャネルに合流する分岐流路の tidal creekも認められる。潮汐チャ

ネルの側方への移動により形成されるチャネル埋積物の集合体を伴う。

　岩井（1951）は、筆者らの内湾－エスチュアリー堆積システムを細分して夾亜炭層からなる中部

層と、泥岩層からなる下部層に区分しているが、泥質層は上述のように開析谷埋積相の下部を構成

するほかに、エスチュアリー堆積相の最上部に出現することもあり、岩井（1951）が提示したよう

な部層区分については再検討中である。

　従来野辺地層とされる地質系統は、桑原（2004）や横山ほか（2004）が明らかにしたように高館

面や天狗岱面などの段丘構成層を含めて議論していたと考えられる。野辺地層の岩相層序を確立す

るためには、高館面などの露頭断面での観察では資料が不十分であり、十和田市羽立付近（鎌田・

長谷川、2003）にみられるような、より高位の段丘面分布地における露頭断面（第５図）での検討

が必要である。

　なお高館段丘を構成する主要砕屑物である礫層については堆積学的な検討がなされていない。た

とえば姉沼付近では高館面相当の段丘堆積物の上部によくみられるが、横山ほか（2004）や桑原ほ

か（2004）では、高館段丘構成堆積相の中に記載されておらず、環境解析結果の考察にもまったく

言及されていない。

田名部－上北弧内堆積盆の堆積相の特徴

　田名部層や野辺地層の分布域はプレートの沈み込みに伴って形成される前弧海盆域西縁に位置す

第５図　十和田市羽立付近に分布する七百面段丘堆積物の基盤を構成する堆積物の堆積相と
侵食境界。境界B1はallocyclic侵食面、境界B2もallocyclic侵食面と考えられる。
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る弧内堆積盆（ intra-arc basin）（Einsele、2000）である。田名部－上北弧内堆積盆を含む、火山フ

ロント東縁に隣接する地溝状の地形的特徴を示す区域を貝塚（1972）は中央沈降帯と命名した。桑

原・山崎（2000）やKuwabara（2001）、桑原（2004）では上北平野域や田名部低地帯を中央沈降域

の名称を踏襲して議論を展開している。貝塚（1972）の中央沈降域は火山フロントと外弧隆起帯と

呼んだ間に位置する低地帯を指す用語で、地形的な特性に注目したものである。田名部低地帯や上

北平野域は堆積盆の形成要因や発達過程について不明な点が多いものの単純な沈降運動で把握でき

ないことは桑原・山崎（2000）などによって既に指摘されている。したがって、ここでは堆積盆の

性格に着目して分類、命名された弧内堆積盆（Einsele、2000）と位置づけて議論を進めるのが妥当

と考える。東北日本弧北部で中部更新統の層序が詳しく報告されているところは男鹿半島を除くと

きわめて少ない。さらに、堆積環境の変遷が詳しく論じられている例はまれである。したがって田

名部－上北弧内堆積盆の中部更新統の層序を確立し、堆積学的な検討を行うことは、東北日本弧北

部の地史や弧内堆積盆のテクトニクスを考察する上で非常に重要である。

　これまで述べてきたように、田名部－上北弧内堆積盆の中部更新統を構成する田名部層と野辺地

層の主要分布域は70㎞前後離れているが、よく似た岩相層序と堆積様式を記録している。このこと

は同じ前弧海盆域に位置する両地域の更新世堆積盆が、氷河性海水準変動の影響を受けながら、ほ

ぼ同様の造構環境にあったことを示唆している。基本的には堆積初期には開析谷が形成され、引き

続いてこの開析谷が埋積谷となる開析谷埋積システムが優勢し、潮汐作用を記録する堆積物を伴う

こと。また上部には潮汐砂堆システムの組み合せが卓越することが共通して見られる（鎌田・石田、

2002；長谷川ほか、2002）。これらの堆積システムは海水準低下期には開析谷が形成されるが海退時

の堆積物は残らないこと。またその後の海進に伴ってエスチュアリー環境や干潟環境が広く出現し、

海水準の高い時期には潮汐砂堆が形成されたことを示している。このような田名部－上北弧内堆積

盆の中部更新統を構成する田名部層と野辺地層の堆積システムの特性を考慮すると、従来、層序区

分や対比に混乱をもたらしていた岩相変化の著しさと岩相境界をどのように把握するのかという基

準がみえてくる。

　すなわち田名部層や野辺地層の岩相境界に見られる不連続性の一つは侵食面である。この侵食面

（侵食構造）は海水準の低下期に形成される規模の大きな開析谷と、潮汐低地環境を構成する潮汐

チャネル（tidal channel）に相当する、より規模の小さな侵食面に識別される。前者はDalrymple（1992）

によるallocyclic侵食面であり、エスチュアリー相にみられる露頭規模での浸食面は同様にautocyclic

侵食面に相当する（第６図）。このように侵食面を形成要因に基づいて区別することにより、allocyclic

侵食面で境界される単位地質系統が累層として把握され、autocyclic侵食面で境される堆積相の一

部は部層と認識できることになる。

第６図　エスチュアリー環境に形成される、海進期における堆積相の重なり様式を示す模
式図（Dalrymple、1992より）。太波線で示した堆積境界がallocyclic侵食面で、太実線で
示される堆積境界がautocyclic侵食面である。

東北日本弧東北部の中部更新統に関する研究の現状と課題
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　田名部層や野辺地層の岩相変化を生み出す堆積物の不連続性は、潮汐堆積物の特性を考えるとよ

り分かり易い。第７図に示すように潮汐干潟を構成する環境では、陸側から泥質干潟、砂質干潟、

混合干潟堆積物と移化するが、その外側には潮汐チャネルが位置していて、砂堆のベッドフォーム

を呈する粗粒堆積物がみられる。砂堆の成長、移動や潮汐チャネルの軸が移動することに伴って粗

粒堆積物の堆積域は細粒堆積物の堆積域と容易に交差する。このような側方への堆積環境の変化が

複雑な岩相組合せと岩相境界を作り出すのである。

　例えば第８・ ９図は野辺地層の分布する上北地域において、 段丘崖で観察される露頭スケッチ

である。 ここでは段丘面の識別と、 段丘面形成に対応した侵食面を認識することによって、 野辺

地層の累層境界が識別され、 岩相変化の解釈も合理的に把握できる。 多くの研究者がこの露頭も

第７図　潮線により区分される潮汐干潟を構成する環境区分とその堆積物、
Dalrymple（1992）の図に板倉（2004）が潮線を加筆したもの。

第８図　上北町虫神東部における七百面の段丘崖にみられる堆積物。SBは“野辺地層”と七百面構
成層の境界に相当する侵食面。
　１．十和田八戸火山灰層　２．植物遺体を含む泥質堆積物。基底部に礫層があり正級化する。
　３．トラフ型クロスラミナの発達する礫まじり砂層。ヘリンボーン型クロスラミナもみられる。
　４．礫層を挟む平行葉理の発達する砂層。
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しくは、この付近での調査資料を基に野辺地層について議論している（北・丸山、1958；Iwai and 

Shiobara、1969；新戸部、1976；波多野ほか、1999；鎌田・長谷川、2003）。しかし、この付近に

分布する地形面は高館面であり、段丘堆積物は高館面を構成する5eに相当する時期に堆積したもの

である。このような露頭では高館面構成堆積物の下位に、より高位の段丘堆積物が存在することも

あり、野辺地層相当層は段丘崖の下部や基部に露出するか、もしくは露出しないこともある。した

がって、野辺地層の岩相層序や堆積相の検討を行うには高館面分布域は適当ではない。

　田名部層や野辺地層の岩相層序の把握や対比の困難さを打開したのは1960年代以降導入された、

海成段丘や海岸平野の形成史を海水準変動曲線と地盤隆起を組み合わせたモデルの登場に負うとこ

ろが大きい。しかし、田名部低地帯も上北平野地域も地形学的な考察に重点が置かれ、堆積学的な

アプローチが遅れているのが現状である。

　既述のようにこれまでの層序学的研究は段丘構成層と基盤の堆積物の識別が不十分なまま岩相層

序がなされ、対比されてきた。しかし露頭規模で観察される侵食谷の存在が見落とされたり、認識

が十分でない状態で記載を進めたために層序区分に誤認が生じていたのである。1960年代以前に議

論された当時の露頭は現在ほとんど見ることができず、詳しい露頭記載が少ないことも原因で、か

つて定義された野辺地層を追認することは大変難しい。したがって、従来も指摘されていたように、

野辺地層について記述された文献と比べるよりも、調査地域ごとに確認された層序記載に基づいて、

新たに暫定的な層名をつけて議論を進めることが妥当である。

　田名部低地帯に分布する更新統田名部層と上北地域に分布する更新統野辺地層は中期更新世の堆

積物で、両者はほぼ同じ岩相層序を持っていることがわかった。東北日本弧では中部更新統の層序

が検討できるところは福島県飯坂地域や仙台平野北部、岩手県花巻付近などに限定されるが、それ

らはおもに陸成層からなる。田名部層と野辺地層は海成層をはさむ（大部分海成層からなる）こと

から、堆積盆の造構史を編む上で重要な堆積物であり、地質年代が細かく入ることにより相対的海

水準変動についても精度の高い検討ができる。

　前弧海盆でしかも弧内堆積盆に位置する堆積盆では、隣接する火山域から供給される火砕物が堆

積物中によくはさまれる。また津波堆積物がはさまれることもある。実際、田名部層や野辺地層に

は火砕流堆積物や降下火山灰がはさまれている。このように弧内堆積盆の堆積相の特徴として火砕

流堆積物や火山灰層を挟むことが確認できる。また火砕物を鍵層として利用することによって露頭

間の詳細な対比が可能となり、堆積学的な面からも火砕物の供給量増加がもたらす見かけ上の海退

現象などの影響の検討が可能となる。 

　青森県東部に分布する田名部層と野辺地層は、火山前線前縁の弧内堆積盆を埋積する中部更新統

である。中部更新統の連続した岩相層序について検討できるセクションは東北日本では少ない。最

第９図　六戸町金矢付近における高館面の段丘崖にみられる堆積物。SB1は野辺地層と下位
の鮮新統斗川層の境界に相当する侵食面。SB2は野辺地層中のallocyclic侵食面。SB3は高館
面構成層との境界に相当するallocyclic侵食面。
　１．火山灰層　２．礫層　３．パイプ状生痕に富む不淘汰礫質砂層　４．礫混じり砂層
　５．トラフ型クロスラミナの発達した砂層　６．暗灰色泥層　７．泥炭質泥層
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近の研究によって、堆積体の形成と海水準変動の関係がかなり詳細にわかるようになった。その結

果氷河性海水準変動の影響下での海域環境から陸化への過程が詳細に復元できるようになった。本

研究によって明らかとなった田名部－上北弧内堆積盆の岩相層序と堆積システムは、東北日本弧東

北部のテクトニクスを論じる上で最も重要な堆積体である。

　なお田名部層石持納屋部層にはバリアー島堆積物がみられる（石田・鎌田、2000）が、バリアー

島堆積物は堆積物そのものが地層記録として保存されることが稀であり（Reinson、1992）、世界的

に地質時代の解析例は少ない。石持納屋部層のバリアー島堆積物は潮流口の移動の軌跡がたどれる

とともに、潮流口内にスピットの形成されるようすが保存されている（鎌田、2001）。このようなス

ピットの堆積を記録したバリアー島堆積複合体については稿を改めて論ずる予定である。また、こ

の弧内堆積盆がリフト的なものなのかプルアパート堆積盆的なものかなどの成因に基づいた区分に

ついては今後の検討課題である。 
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